
http://www.shotengai-kanagawa.com/
●発行所：公益社団法人 商連かながわ　〒231-0015 横浜市中区尾上町 5-80 神奈川中小企業センター3F　Tel.045-633-5184

●発行人：岡野誠一　●年3回発行 1部：200円/年間：600円
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1　かながわ商店街・おみせ新聞 平成30年10月号 No.371

2活動報告
神奈川県の商店街振興にかかる
予算・施策への要望書を提出

3商 店 街 若手の柔軟な発想で遊び心ある事業
藤が丘商店会（横浜市青葉区）

4お 店
（食）盛岡製パン杉田店（横浜市磯子区）

バルクフーズ 元住吉店（川崎市中原区）
陶磁 花甕（はなかめ）（厚木市）

5人 物 桐山 浩幸 会長（秦野市西商店会連合会）
土門 巨幸 会長（あいちゃん商店会）

◎［
8
/
3
］や
っ
て
み
よ
う
！
商
店
街
ツ
ア
ー

　
〜
小
さ
く
は
じ
め
て
大
き
く
育
て
る
〜

こ
ち
ら
も
二
部
構
成
と
し
て
、
最
初
は
古
性

主
任
の
講
演
か
ら
始
ま
っ
た
。
内
容
を
一
部
刷

新
し
た
「
商
店
街
ツ
ア
ー
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

（
8
面
で
紹
介
）
に
基
づ
い
て
、実
際
に
企
画
を

立
て
る
時
の
段
取
り
な
ど
に
つ
い
て
話
し
た
。

続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
実

際
に
商
店
街
ツ
ア
ー
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ

て
い
る
上
坂
渉
氏
と
、
為
崎
緑
氏
が
加
わ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
川
崎
や
秦
野
な
ど
で
の
ツ
ア
ー
の

運
営
の
体
験
談
を
ま
じ
え
て
、コ
ツ
や
注
意
点

な
ど
を
披
露
し
た
。

こ
の
講
演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の

様
子
は
動
画
の
撮
影
も
行
い
、出
席
で
き
な
か

っ
た
人
で
も
視
聴
で
き
る
よ
う
に
し
た
。今
後

も
商
連
か
な
が
わ
で
は
、研
修
会
な
ど
を
通
じ

て
商
店
街
ツ
ア
ー
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
広
め
て
い

く
計
画
を
立
て
て
い
る
。

　

商
連
か
な
が
わ
は「
か
な
が
わ
商
店
街
観
光

ツ
ア
ー
」
の
手
法
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
、

商
店
街
活
性
化
研
修
会
を
6
月
に
初
め
て
開

催
し
た
。
さ
ら
に
8
月
に
は
、か
な
が
わ
商
店

街
観
光
ツ
ア
ー
委
員
会
の
主
催
で
研
修
会
と

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
、県
内

商
店
街
に
商
店
街
ツ
ア
ー
を
広
め
て
い
く
事

業
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

◎［
6
/
22
］
は
じ
め
よ
う
！ 

商
店
街
ツ
ア
ー 

　
〜
お
客
様
に
ま
ち
を
知
っ
て
も
ら
お
う
〜

二
部
構
成
と
し
て
、
ま
ず
最
初
は
商
連
か
な

が
わ
の
古
性
主
任
が
商
店
街
ツ
ア
ー
の
概
要

に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
た
。
参
加
者
に
は「
商

店
街
観
光
ツ
ア
ー
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
」を
配
付

し
た
。

そ
の
後
は
伊
勢
佐
木
町
1
・
2
丁
目
商
店
街

（
振
）
の
協
力
を
得
て
、
商
店
街
ツ
ア
ー
体
験

に
出
発
。
石
田
隆
専
務
理
事
の
ガ
イ
ド
に
よ

り
、
参
加
者
は
、
毎
週
金
曜
日
に
行
っ
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
「
フ
ラ
イ
デ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
見

学
し
、伊
勢
佐
木
町
の
個
店
巡
り
を
実
際
に
体

験
し
た
。

参
加
者
は
刃
物
店
で
の
、
包
丁
研
ぎ
の
実
演

な
ど
を
見

学
し
、
商

店
街
ツ
ア

ー
の
様
子

を
肌
感
覚

で
つ
か
む

こ
と
が
で

き
た
様
子

だ
っ
た
。

※このパネルディスカッションの様子は動画で公開中で
す。視聴希望の方は商連かながわのwebサイト「商店街に
行こう! in かながわ」をご覧ください

か
な
が
わ
商
店
街
観
光
ツ
ア
ー

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
体
験
す
る
研
修
会
を
初
開
催
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る
も
の
と
す
べ
き
、と
の
厳
し
い
意
見
も
あ
り

ま
す
。

ま
た
「
非
協
力
的
な
チ
ェ
ー
ン
店
や
大
型
店

に
直
接
、商
店
会
に
加
入
す
る
よ
う
強
く
働
き

か
け
て
ほ
し
い
」と
条
例
の
周
知
を
望
む
声
が

あ
り
ま
す
。

条
例
の
周
知
徹
底
や
商
店
会
加
入
に
つ
い

て
は
、
県
と
当
会
が
協
力
し
て
、
大
型
店
や
チ

ェ
ー
ン
店
の
本
部
等
を
訪
問
し
、条
例
の
趣
旨

を
説
明
し
て
、商
店
会
へ
の
加
入
に
つ
い
て
協

力
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、特
に
商
店

会
へ
の
加
入
に
つ
い
て
は
、こ
の
よ
う
な
意
見

を
踏
ま
え
て
県
か
ら
チ
ェ
ー
ン
店
や
大
型
店

に
な
お
一
層
強
力
に
働
き
か
け
る
こ
と
を
要

望
い
た
し
ま
す
。

4
　
本
会
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

本
会
は
昭
和
27
年
の
創
立
以
来
、
県
内
商
店

街
の
近
代
化
及
び
経
営
の
合
理
化
の
推
進
に

努
め
、商
業
の
振
興
発
展
に
寄
与
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
平
成
22
年
、公
益
法
人
と
し
て
の
認

定
を
得
、商
店
街
の
地
域
社
会
に
お
け
る
核
と

し
て
の
位
置
づ
け
を
踏
ま
え
、様
々
な
事
業
を

行
い
、商
店
街
の
地
域
社
会
へ
の
役
割
を
果
た

す
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

地
域
社
会
に
お
け
る
商
店
街
の
役
割
が
高

ま
る
中
で
、本
会
は
よ
り
公
益
性
の
高
い
公
益

社
団
法
人
と
し
て
、県
内
全
域
の
商
店
街
の
活

性
化
及
び
地
域
社
会
の
発
展
の
た
め
の
公
益

事
業
を
推
進
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
商
店
街
活
性
化
の
推
進
及
び

地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
公
益
性
の
よ

り
高
い
、公
益
社
団
法
人
と
し
て
の
本
会
の
使

命
と
実
績
を
ご
勘
案
の
上
、引
き
続
き
本
会
へ

の
一
層
の
ご
支
援
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
る
商
店
街
の
平

均
設
置
台
数
は
約
13
台
で
あ
り
、商
店
街
の
1

台
当
た
り
の
平
均
年
間
維
持
管
理
費
用
は
約

2
万
円
（
回
答
数:

89
商
店
街
）
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

2
　
イ
ベ
ン
ト
事
業
な
ど
の
商
店
街
ソ
フ
ト

事
業
に
対
す
る
支
援
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て

商
店
街
を
活
性
化
す
る
た
め
に
は
、
販
売
促

進
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

来
年
10
月
に
は
消
費
増
税
の
実
施
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、消
費
が
落
ち
込
む
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
中
、商
店
街
の
販
売
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
と
し
て
だ
け
で
な
く
、商
店
街
が
地
域
の
核

と
し
て
、
各
地
域
の
個
性
・
特
色
を
打
ち
出
す

と
と
も
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
層
の
充

実
、
発
展
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
、
イ
ベ
ン

ト
は
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
イ
ベ
ン
ト
事
業
な
ど

の
商
店
街
ソ
フ
ト
事
業
に
対
す
る
支
援
制
度

の
拡
充
を
強
く
要
望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

3
　
神
奈
川
県
商
店
街
活
性
化
条
例
に
つ
い
て

商
店
街
実
態
調
査
に
よ
る
「
商
店
街
活
性
化

条
例
に
対
す
る
自
由
意
見
」
に
よ
る
と
「
商
店

街
へ
の
加
入
促
進
が
条
例
化
さ
れ
た
の
で
、商

店
会
に
と
っ
て
は
よ
い
こ
と
だ
」
な
ど
、評
価

す
る
意
見
が
あ
る
一
方
、「
商
店
会
に
加
入
す

る
強
制
力
が
な
く
、罰
則
が
な
い
の
で
効
果
が

な
い
」な
ど
商
店
会
へ
の
入
会
に
強
制
力
の
あ

商
連
か
な
が
わ
正
副
会
長
は
、10
月
25
日
に
神

奈
川
県
庁
に
出
向
き
、
平
成
31
年
度
の
商
店
街

振
興
に
か
か
る
予
算
・
施
策
へ
の
要
望
を
行
う
。

【
要
望
の
概
要
（
抜
粋
）】

1
　
商
店
街
共
同
施
設
の
維
持
管
理
費
補
助

創
設
等
の
支
援
策
の
充
実
強
化
に
つ
い
て

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
商
店

街
で
は
防
犯
カ
メ
ラ
や
街
路
灯
等
の
設
置
が

進
ん
で
い
ま
す
が
、
防
犯
カ
メ
ラ
等
は
、
犯
罪

の
抑
止
力
や
犯
人
検
挙
に
効
果
が
あ
る
一
方

で
、
商
店
街
で
は
、
売
上
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
却
っ
て
、
設
備
の
改

修
費
や
電
気
料
金
等
の
維
持
管
理
費
が
大
き

な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。老
朽
化
し
た
街
路

灯
や
防
犯
カ
メ
ラ
等
の
改
修
費
及
び
維
持
管

理
費
用
の
補
助
制
度
の
創
設
な
ど
、支
援
策
の

充
実
強
化
を
図
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

加
え
て
、
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費
用
だ
け
で
な

く
、
街
路
灯
や
W
i
f
i
設
備
等
ま
で
拡
充
し

た
商
店
街
共
同
施
設
設
置
の
補
助
金
（
維
持
管

理
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ア
ッ
プ
等
の
更
新
費
用
の

支
援
を
含
む
）を
新
設
す
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

な
お
、
政
府
に
お
い
て
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の

決
済
の
電
子
化
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
）
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、県
に
お
い
て
も
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
よ
る
I
C
端
末
の
整
備
補

助
な
ど
の
支
援
策
の
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
参
考
〉

平
成
30
年
度
商
店
街
実
態
調
査
結
果
で
は
、

平
成
31
年
度

商
店
街
へ
の
さ
ら
な
る
支
援
を
求
め
正
副
会
長
が
県
に
要
望
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商
連
か
な
が
わ
の

推
せ
ん
会
社
・
街
路
灯
　
日
本
街
路
灯
製
造

・
ア
ー
ケ
ー
ド
　
日
米
ア
ー
ト
ム

・
道
路
・
駐
車
場
整
備
　
前
田
道
路

・
印
刷
　
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
印
刷

◎
商
店
街
に
お
勧
め
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま

し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

人
通
り
の
多
い
商
店
街
で
の
穴
や
段
差
は
大
き
な

事
故
に
も
繋
が
り
ま
す
。ち
ょ
っ
と
し
た
補
修
で
も
、

お
気
軽
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。
支
店
・
営
業
所
併

せ
て
県
内
15
の
拠
点
で
迅
速
に
対
応
い
た
し
ま
す
。

◎
同
様
に
、
個
店
に
お
勧
め
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が

あ
り
ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

個
別
に
駐
車
場
の
整
備
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ご
相
談
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。
ま
た
、
水
を
か

け
る
だ
け
で
固
ま
る
、新
製
品
『
マ
イ
ル
ド
パ
ッ
チ
』

と
い
う
舗
装
補
修
材
も
開
発
し
ま
し
た
。
ご
自
分
で

補
修
さ
れ
た
い
と
い
う
方
に
も
お
勧
め
で
す
。

◎
最
後
に
読
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ど
う
ぞ

道
路
整
備
と
い
う
と
大
が
か
り
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
が
、
当
社
は
大
・
小
規
模
問
わ
ず
に
対
応
い
た

し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

【
商
店
街
の
道
路
舗
装
な
ら
お
任
せ
！
】

前
田
道
路
（
株
）
西
関
東
支
店

技
術
部
　
技
術
課
　
課
長
　
谷た
に
ぐ
ち口

　
博ひ
ろ
しさ

ん

◎
ど
ん
な
業
務
を
行
っ
て
い
る
会
社
で
す
か
？

当
社
は
、
道
路
の
舗
装
を
中
心
に
、
建
物
周
り
の

外
構
、
駐
車
場
な
ど
の
工
事
を
行
う
会
社
で
す
。

ご
用
命
の
際
に
は
、
お
客
様
の
ご
予
算
、
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
舗
装
材
を
ご
提
案
し
ま
す
。
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
を
用
い
た
完
成
イ
メ
ー
ジ
、

設
計
図
面
な
ど
を
ま
と
め
分
か
り
易
く
ご
提
案
い
た

し
ま
す
。

当
会
は
、
商
店
や
商
店
街
（
会
員
）
の
店
舗
や

共
同
施
設
の
整
備
、
サ
ー
ビ
ス
業
務
な
ど
を
安
心

し
て
受
け
ら
れ
る
企
業
を
選
定
し
推
せ
ん
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
前
田
道
路
（
株
）
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

前
田
道
路
株
式
会
社
　
西
関
東
支
店

担
当
者
：
技
術
部
　
技
術
課
　
課
長
　
谷
口
　
博

住
　
所
：
横
浜
市
中
区
不
老
町
3

−

1
2

−

5

電
　
話
：
0
4
5

−

6
6
2

−

4
1
2
1

石川商店街（協）では新舗装に加え、歩道の拡張や電線地中化等を
行った

「御影石風ベアコートW」は打ち水などによる路面温度
の上昇抑制効果と、美しい仕上がりを併せ持つ景観舗
装です

た
の
は
、
国
の
「
に
ぎ
わ
い
補
助
金
」。
佐
々
木
会

長
い
わ
く「
ふ
と
F
A
X
で
届
い
た
案
内
を
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
た
」。
広
域
に
散
在
す
る
会
員

店
を
訪
ね
歩
い
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
「
汁
ま
つ
り
」

を
企
画
。タ
イ
ト
ル
は
若
手
役
員
が
マ
ン
ガ
か
ら
ヒ

ン
ト
を
得
た
。
16
〜
17
店
の
参
加
店
を
制
覇
し
ス

タ
ン
プ
を
集
め
る
と
、
歳
末
売
出
し
の
時
に
31
回

ガ
ラ
ポ
ン
を
回
せ
る
。ワ
ク
ワ
ク
感
の
あ
る
極
め
て

ユ
ニ
ー
ク
な
景
品
だ
。
毎
年
、30
人
ほ
ど
が
ガ
ラ
ガ

ラ
回
し
に
来
る
と
言
う
。
そ
の
後
イ
ベ
ン
ト
を
来

店
客
の
減
る
夏
に
開
催
す
る
事
と
な
り
、「
汁
」
の

文
字
に
一
本
線
を
足
し
て
「
汗
ま
つ
り
」
と
し
た
。

◎
病
院
が
あ
る
街
と
し
て
の
独
自
の
価
値
づ
く
り
へ

高
齢
者
や
病
気
の
人
が
多
く
歩
く
街
で
、

「
高
齢
者
1
1
0
番
」
や
「
藤
が
ウ
ォ
ー
カ
ー

（
商
店
街
瓦
版
）
の
発
行
」「
N
P
O
法
人
と
連

携
し
た
マ
ル
シ
ェ
」な
ど
地
域
密
着
型
の
事
業

も
多
く
手
掛
け
る
。

昭
和
大
学
病
院
の
建
替
え
計
画
が
起
き
て

い
る
中
、
病
院
と
良
好
な
関
係
を
保
ち
な
が

ら
、
街
・
商
店
会
の
独
自
の
価
値
を
生
み
出
す

こ
と
を
、
若
手
の
柔
軟
性
・
機
動
力
と
熟
年
の

会
長
の
豊
か
な
経
験
値
と
い
う
絶
妙
の
バ
ラ

ン
ス
で
目
指
し
て
い
く
。　

（
執
筆
者
：
為
崎
緑
［
け
い
し
ん
神
奈
川
］）

◎
個
店
に
光
を
当
て
る

　「
F
C
C（
藤
カ
ル
チ
ャ
ー
カ
フ
ェ
）」

藤
が
丘
は
、
駅
前
に
昭
和
大
学
病
院
が
立
地

し
、
大
型
店
は
な
く
、
駅
に
は
急
行
も
停
車
し

な
い
。
だ
が
、「
昼
の
慌
し
い
時
間
を
終
え
て
戻

っ
て
き
た
時
に
ほ
っ
と
で
き
る
。
そ
れ
が
こ
の

街
の
価
値
。」
と
佐
々
木
恵
美
子
会
長
は
言
う
。

そ
ん
な
街
な
か
で
7
年
前
に
開
始
さ
れ
た
の
が

「
F
C
C
」
で
あ
る
。
き
っ
か
け
は
、会
長
を
除

く
役
員
を
30
代
・
40
代
に
交
代
す
る
と
と
も
に
、

街
路
灯
の
改
修
を
実
施
し
た
こ
と
。
補
助
金
申

請
で
、ソ
フ
ト
事
業
も
実
施
す
る
よ
う
い
わ
れ
、

県
内
商
店
街
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。
こ
れ
を

基
に
、
若
手
役
員
で
会
員
店
が
知
識
や
技
を
紹

介
す
る
講
座
を
企
画
。時
計
眼
鏡
店
が
開
い
た
、

時
計
の
文
字
盤
に
イ
ラ
ス
ト
や
家
族
写
真
を
入

れ
て
、
自
分
だ
け
の
時
計
を
制
作
し
た
回
＝
写

真
＝
は
、
多
く
の
親
子
連
れ
で
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。「
F
C
C
」は
次
回
で
42
回
を
迎
え
る
。

◎
商
店
街
に
光
を
当
て
る

　
ユ
ニ
ー
ク
な
「
汁
ま
つ
り
」

個
店
に
光
を
当
て
る
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

次
に
商
店
街
に
光
を
当
て
る
事
業
の
機
会
が
訪
れ

藤が丘商店会
所 在 地：横浜市青葉区藤が丘1-15-3
会 員 数：78（協賛会員含む）
電話番号：045-973-5981

データ� DATA

東
急
田
園
都
市
線
・
藤
が
丘
駅
前
に
立
地
す
る

藤
が
丘
商
店
会
は
、
7
年
前
に
会
長
を
除
く
役
員

を
30
代
・
40
代
に
交
代
し
て
か
ら
、
会
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
柔
軟
な
発
想
と
遊
び
心
を

持
っ
て
、
独
自
性
高
い
事
業
を
次
々
と
展
開
し
て

い
る
。

商
店
街
を
支
援
す
る

商
連
か
な
が
わ
の
推
せ
ん
会
社
紹
介

「
藤
が
丘
商
店
会
」

（
横
浜
市
青
葉
区
）

─
若
手
の
柔
軟
な
発
想
で

遊
び
心
あ
る
事
業
を
展
開
─
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（食）盛岡製パン　杉田店（横浜市磯子区）

──ブームに頼らず、地域で愛されるコッペパン専門店を目指す──
JR新杉田駅と京急線杉田駅を結ぶ杉田商店街の中に、今
年3月に開店したニューフェイスが（食）盛岡製パン杉田
店だ。テイクアウトのコッペパン専門店で、首都圏で3店
舗目、神奈川県では初出店となる。
「盛岡のアンテナショップのように感じてもらえれば」
と、伊藤慧店長が話してくれた。言葉通り同店のコッペパ
ンは岩手県産の小麦「ゆきちから」を原料に焼き上げてい
るし、「盛岡じゃじゃ麺」や「のだ塩ミルククリーム」を
挟んだパンなど盛岡にまつわる人気商品を揃えている。
さらに杉田店では、夜22時まで営業していることを活か
し、呑んだ後のシメのラーメンならぬ「シメコッペ」を17
時から販売している。会社帰りのお客に好評で、伊藤店長
も手ごたえを感じている。
最近は、遠方のお客よりも地域のお客の方が多くなってき
ていると話す伊藤店長。「商店街の真ん中に出店したのは初め
てですし、街の雰囲気がとてもい
い。このまま地域で長く愛される店
に育てていきたい」開店から半年ば
かりだが、盛岡出身の伊藤店長はし
っかりと杉田の街を見つめている。

住　　所：横浜市磯子区杉田1丁目14番1号
［杉田商店街　所属］

電話番号：045-352-7352
営業時間：�10:00〜22:00[売切次第閉店]［年中無休]
Ｕ Ｒ Ｌ：http://morioka-coppe.com

バルクフーズ 元住吉店（川崎市中原区）

──4周年を迎えた、新しいスタイルの量り売り店──
東急線元住吉駅から徒歩10分ほど、住宅地の中に小さな
カフェのような店がある。それがバルクフーズ元住吉店
だ。店内にはナッツ類やチョコレートなどの入った専用容
器がずらりと並び、お客はほぼ全ての商品を量り売りで好
きな分だけ購入することができる。新しいスタイルの乾物
店だ。
店長の福森翔太さんは「親子連れの方など、皆さん量り
売りを楽しみながら購入されていきますね」と話す。開店
から今年9月でちょうど4年。今やすっかり地域に定着し、
男性や外国人のお客も増えているという。
自分で絞るピーナツバターなどの人気商品に加え、最近
は横須賀の生はちみつや、精肉店と共同開発したナッツ入
りソーセージもお目見え。「商店街に加入して活動に参加
することで、様々な事業者の方と知り合えて商品の幅が広
がりました」と福森店長は商店街での繋がりに感謝してい
ると話す。
地元に寄り添ったものは身体
にも良く、お店が目指すものと
一致する。これからも神奈川の
お店として活動を広げていきた
いと、若き店長は目を輝かせた。

住　　所：川崎市中原区木月祇園町7-13　メゾンSK102
［モトスミ・ブレーメン通り商店街（振）　所属］

電話番号：044-750-7899
営業時間：�11:00〜19:00［不定休]
Ｕ Ｒ Ｌ：https://www.bulkfoods-market.com/

陶磁　花
は な か め

甕（厚木市）

──うつわを通じて厚木のまちを見つめた40年余──
小田急線本厚木駅から少し離れた一角に、落ち着いた
佇まいを見せている陶磁器のお店、花甕がある。代表の
辻文子さんが一人で切り盛りする有田焼・備前焼・唐津
焼の専門店で、美しい陶磁器が上品な雰囲気を匂わせて
いる。
「うつわは生活に彩りを与えてくれるもので、食べ物の
衣装でもあるんです」と辻さん。花甕は今年で42年目を
迎え、高度成長期の頃から厚木のまちにあって、人々の
生活に寄り添い、彩りを与えてきた。
安価で多くの食器が必要だった時代を経て、現在は個
人が個性を大事にする時代に変わっていると感じた辻さ
んは、お客に合わせ柔軟に店のスタイルを変えてきた。
「今は、有名無名を問わず、作家の作品─それも作った

方の意志が伝わるようなうつわを中心に揃えています」
だからお客には、一年に一度でも構わないので、気に入
ったうつわを購入してもらいたい。「そうして集めたうつ
わが、自分だけのギャラリーになったらとても素敵じゃ
ないですか」と結び、辻さんは微
笑む。
作り手と使い手を結び、彩りを
添える存在として、花甕はこれ
からも厚木のまちに咲き続け
る。

住　　所：厚木市寿町2丁目2-2
［高校通り商友会　所属］

電話番号：046-224-8940
営業時間：�10:00〜19:00［不定休]
Ｕ Ｒ Ｌ：http://atsugi-shop.com/hanakame/

キキララリリとと光光るる かかななががわわののおお店店★★
～他とは違うことに果敢に取り組む、挑戦心あふれるお店をご紹介します～
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『
愛
川
町
の
商
業
環
境
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い

ま
す
か
？
』

愛
川
町
で
は
、
大
型
店
と
い
う
よ
り
中
規
模
の

ス
ー
パ
ー
や
専
門
店
が
存
在
感
を
増
し
、
我
々
の

よ
う
な
小
規
模
店
の
ラ
イ
バ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
お
客
様
に
選
ば
れ
る
お
店
に
な
る

に
は
、
安
さ
で
は
な
く
、
各
店
が
質
を
高
め
る
こ

と
で
勝
負
し
て
い
く
し
か
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

『
愛
川
町
の
商
店
会
は
ど
ん
な
環
境
に
あ
り
ま
す

か
？
』

3
年
前
か
ら
各
商
店
会
を
統
合
し
、
町
内
で
ひ

と
つ
の
商
店
会
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
私
は
37
歳
で
最
年
少
の
役
員
で
し
た
が
、
こ
の

6
月
に
会
長
に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

い
つ
も
改
善
し
た
方
が
よ
い
と
声
を
挙
げ
て
い

た
の
で
、
皆
が
「
こ
の
ま
ま
で
は
駄
目
だ
。
何
か

変
え
て
い
か
な
い
と
」
と
感
じ
、
推
し
て
く
だ
さ

っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

『
最
近
注
目
し
て
い
る
事
を
教
え
て
く
だ
さ
い
』

ま
ず
会
員
を
増
や
そ
う
と
思
い
、
今
ま
で
関
わ

っ
て
い
な
か
っ
た
お
店
に
出
向
い
て
勧
誘
し
、
8

店
ほ
ど
商
店
会
に
入
会
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

商
店
会
と
し
て
は
、
各
店
が
「
質
」
を
高
め
る

た
め
の
助
力
を
し
て
い
き
た
い
で
す
し
、海
老
名
や

厚
木
な
ど
周
辺
か
ら
お
客
を
呼
び
込
め
る
よ
う
な

お
店
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

％
、
賛
助
会
員
を
含
め
る
と
80
・
4
％
だ
っ
た
。

・

商
店
街
へ
の
業
態
別
の
加
入
状
況
で
は
、
大
型

店
が
76
・
6
％
、
チ
ェ
ー
ン
店
が
78
・
2
％
、
一

般
店
が
80
・
7
％
だ
っ
た
。

・

商
店
街
へ
の
業
態
別
の
加
入
率
を
平
成
19
年
調

査
、
25
年
調
査
と
の
比
較
で
み
る
と
、
大
型
店

は
伸
び
悩
ん
で
い
る
が
、
チ
ェ
ー
ン
店
の
加
入

率
は
上
昇
（
65
・
1
％

↓

72
・
1
％

↓

78
・
2
％
）

商
店
街
の
中
で
チ
ェ
ー
ン
店
の
存
在
感
が
増
し

て
き
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

◆
商
店
街
へ
の
加
入
依
頼
の
回
数
は
、
年
間
2
回

〜
3
回
が
効
率
的

・「
未
加
入
の
店
舗
に
対
し
て
1
回
以
上
加
入
依
頼

し
た
」
と
い
う
商
店
街
は
過
半
数
（
52
・
4
％
）

を
超
え
て
い
る
が
、「
未
加
入
の
店
舗
は
あ
る

が
、
依
頼
し
な
か
っ
た
」
と
い
う
商
店
街
は
3

割
近
く
（
29
・
7
％
）
あ
っ
た
。

・

加
入
依
頼
の
回
数
は
多
く
て
も
加
入
率
が
上
が

る
わ
け
で
は
な
く
、「
年
間
2
回
〜
3
回
」
程
度

が
最
も
効
率
的
だ
と
言
え
る
。（
※
昨
年
の
報
告

書
の
内
容
を
踏
ま
え
る
と
、加
入
依
頼
に
は
「
商

店
街
の
規
約
」「
年
間
事
業
計
画
」「
収
支
報
告

書
」
な
ど
の
商
店
街
の
活
動
が
分
か
る
資
料
も

必
要
）

★

そ
の
ほ
か
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度

神
奈
川
県
商
店
街
実
態
調
査
報
告
書
及
び
そ
の

概
要
版
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
現
在
、
商
連
か
な

が
わ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

『
秦
野
市
西
地
区
の
商
業
環
境
を
ど
の
よ
う
に
感

じ
て
い
ま
す
か
？
』

地
元
の
お
客
様
は
、食
品
や
最
寄
り
品
は
地
元
の

商
店
を
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、若
い
人
は
平
塚
や

辻
堂
の
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
方
へ
買

い
物
に
出
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

た
だ
来
年
の
春
に
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
が
市
内
初

出
店
す
る
の
で
、
影
響
を
注
視
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

『
秦
野
市
西
地
区
の
商
店
会
は
ど
ん
な
環
境
に
あ

り
ま
す
か
？
』

渋
沢
駅
周
辺
の
五
商
店
会
が
そ
れ
ぞ
れ
活
動
し

て
い
ま
す
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
な
ど
地
域
の
方
向
け
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
と
、
子
ど
も
が
多
く
集
ま

り
ま
す
し
、
30
代
か
ら
40
代
の
人
が
お
店
を
継
ぐ

こ
と
も
増
え
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
ち
全

体
で
少
し
ず
つ
世
代
交
代
が
進
ん
で
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

『
最
近
注
目
し
て
い
る
事
を
教
え
て
く
だ
さ
い
』

商
店
街
活
動
は
地
域
に
賑
わ
い
を
生
む
た
め
に

必
要
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
商
店
街
が
活
動
を
続
け
、

商
連
と
し
て
は
意
見
交
換
を
通
じ
て
よ
り
良
い
活

動
に
つ
な
げ
た
り
、
行
政
に
対
し
て
商
店
街
の
意

見
を
伝
え
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

商
連
か
な
が
わ
は
商
店
街
実
態
調
査
を
実
施
し

そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
。
今
年
度
か
ら
県
内
全
域

の
商
店
街
に
対
す
る
調
査
は
5
年
に
一
度
と
な

る
。
今
回
は
商
店
街
へ
の
加
入
依
頼
活
動
や
、
神

奈
川
県
商
店
街
活
性
化
条
例
の
認
知
度
等
に
つ
い

て
調
査
を
行
っ
た
。［
調
査
対
象
（
6
9
7
商
店

街
）、
回
収
数
（
3
3
0
商
店
街
）］

以
下
、報
告
書
か
ら
一
部
抜
粋
し
て
紹
介
す
る
。

◆
景
況
感
は
平
成
28
年
調
査
に
比
べ
て
地
区
別
に

〝
良
い
悪
い
〟が
鮮
明
に

・

景
況
感
を
地
区
別
で
み
る
と
、
比
較
的
良
い
の

は
「
川
崎
地
区
」
と
「
横
須
賀
・
三
浦
地
区
」
そ

れ
か
ら
サ
ン
プ
ル

数
は
少
な
い
が「
西

部
地
区
」、
次
い
で

「
横
浜
地
区
」、あ
ま

り
良
く
な
い
の
が

「
湘
南
地
区
」と「
県

央
地
区
」
だ
っ
た

（
数
値
は
上
の
グ
ラ

フ
を
参
照
）

・

今
後
の
活
性
化
の
見

通
し
に
つ
い
て
は
、

景
況
感
と
同
じ
よ

う
に
〝
良
い
悪
い
〟

の
明
暗
が
地
区
で

は
っ
き
り
し
て
き

て
い
る
。

◆
商
店
街
へ
加
入
す
る
チ
ェ
ー
ン
店
が
増
加

・

商
店
街
へ
の
加
入
率
は
、
会
員
の
み
だ
と
84
・
1

5
年
に
一
度
の
全
県
調
査

神
奈
川
県
商
店
街
実
態
調
査
結
果
ま
と
ま
る

『
リ
ー
ダ
ー
の
横
顔
』

各
商
連
の
新
会
長
に
聞
く

土門　巨幸
会長

（あいちゃん商店会）

桐山　浩幸
会長

（秦野市西商店会連合会）
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飯
田
さ
ん
は
多
く
の
メ
ー
カ
ー
に
問
い
合

わ
せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
を
取
り
寄
せ
て
何
本

も
の
大
根
を
お
ろ
し
た
と
こ
ろ
、
抜
群
に
柔
ら

か
く
擦
れ
る
商
品
を
見
つ
け
た
。
喜
び
つ
つ

も
、
飯
田
さ
ん
は
「
こ
れ
じ
ゃ
売
れ
る
は
ず
な

い
」
と
思
っ
た
。

そ
れ
ま
で
扱
っ
て
い
た
お
ろ
し
金
は
高
く
て

も
1
、0
0
0
円
な
の
に
、
そ
れ
は
5
、0
0
0

円
。
お
客
は
1
円
で
も
安
い
品
を
求
め
、
さ
ら

に
値
引
き
を
求
め
て
く
る
も
の
と
思
っ
て
い
た

飯
田
さ
ん
に
と
っ
て
、
そ
の
金
額
は
あ
り
え
な

い
高
さ
だ
っ
た
。

後
日
、
そ
の
料
理
人
に
お
そ
る
お
そ
る
そ
の

品
で
大
根
を
お
ろ
し
て
も
ら
う
と
、
即
決
で
購

入
。
値
引
き
ど
こ
ろ
か
、
感
謝
さ
れ
る
経
験
を

し
た
。

「
お
客
さ
ま
は
本
当
に
欲
し
い
も
の
に
出
合

え
れ
ば
、
値
段
は
二
の
次
だ
と
知
り
ま
し
た
。

作
り
手
と
使
い
手
の
間
に
い
る
私
た
ち
繋
ぎ

手
の
役
割
は
こ
こ
に
あ
る
ん
で
す
」

現
在
、
飯
田
屋
に
は
1
6
0
種
類
の
お
ろ
し

金
が
あ
る
。

多
く
の
料
理
人
、
料
理
愛
好
家
が
訪
れ
る
日

本
有
数
の
料
理
道
具
街
、
東
京
・
合
羽
橋
。

1
7
0
ほ
ど
あ
る
店
の
中
で
も
ひ
と
際
に
ぎ

わ
う
の
が
「
飯
田
屋
」
だ
。

商
品
は
自
分
が
生
活
す
る
た
め
の
商
売
道

具
︱
︱
と
考
え
て
い
た
若
き
店
主
、
飯
田
結
太

さ
ん
が
そ
の
意
識
を
変
え
た
の
は
、
お
客
さ
ま

と
の
二
つ
の
出
会
い
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

あ
る
と
き
、
勤
め
人
風
の
若
い
男
性
客
が
い

く
つ
も
の
ケ
ー
キ
型
を
手
に
取
り
、
一
つ
ひ
と

つ
の
材
質
を
尋
ね
て
き
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
聞

く
と
、
彼
の
子
ど
も
は
金
属
ア
レ
ル
ギ
ー
ゆ

え
、
金
属
製
の
ケ
ー
キ
型
で
つ
く
ら
れ
た
ケ
ー

キ
が
食
べ
ら
れ
な
い
と
い
う
。「
な
ら
ば
自
分

が
安
全
な
型
で
ケ
ー
キ
を
つ
く
り
た
い
」
と
男

性
客
。
し
か
し
飯
田
さ
ん
は
そ
の
思
い
に
応
え

ら
れ
ず
、
彼
は
何
も
買
う
こ
と
な
く
店
を
後
に

し
た
と
い
う
。

「
そ
れ
ま
で
商
品
と
は
商
売
の
道
具
に
過
ぎ

な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
商
品
と
は

人
の
人
生
に
関
わ
る
大
切
な
も
の
だ
っ
た
と
、

そ
の
と
き
痛
感
し
ま
し
た
」

別
の
日
に
は
和
食
料
理
人
が
訪
れ
、
お
ろ
し

金
を
手
に
「
こ
の
中
で
一
番
柔
ら
か
い
大
根
お

ろ
し
が
擦
れ
る
の
は
ど
れ
？
」
と
聞
い
て
き

た
。
店
も
暇
だ
か
ら
と
飯
田
さ
ん
は
大
根
を
買

い
に
走
り
、
店
に
あ
っ
た
3
種
類
の
お
ろ
し
金

で
お
ろ
し
て
み
た
。

「
ど
れ
も
柔
ら
か
く
な
い
！
」
と
料
理
人
。

「
に
い
ち
ゃ
ん
、
ち
ょ
っ
と
探
し
て
み
て
く
れ

な
い
か
」

Q 海外へ行くときに税金が取られるようになったと聞いたのですが本
当ですか？

A�はい、国際観光旅客税が導入されます。便宜的に「出国税」と呼ばれ
ることもあります。

Q その出国税はどのような人が対象になるのでしょうか？
A�納税義務者は「船舶又は航空機により日本から出国される方」になり
ます。

Q 所得が低い場合は払わなくても良いのでしょうか？
Ａ�所得によっての減額や免除の制度は今のところありません。
Q 国際観光旅客税は、いつ誰に納めるのでしょうか？
A�日本から出国する際に利用する航空会社・船舶会社が、チケット代金
に上乗せする方法で徴収し国に納付します。なお、旅行会社を経由し
て支払う場合もあります。

Q 税率はどのくらいでしょうか？
Ａ�出国1回につき1人1000円になります。
Q 家族旅行へ出かける場合には家族の全員分の税金がかかるのでしょ

うか？
Ａ�はい、家族の人数分かかります。4人家族でしたら出国のたびに
4000円の税金を納めることになります。ただし、2歳未満のお子さん
には国際観光旅客税はかかりません。

Q 仕事で海外に出張した場合は経費にすることはできますか？
A�個人事業主が支払った国際観光旅客税は、その出国が事業遂行上直接
必要であると認められる場合には、その払った日の属する年の事業所
得等の金額の計算上、必要経費に算入されます。

Q 会社が役員や従業員の出国税を支払った時は経費として処理できる
のでしょうか？

A�国際観光旅客税を法人が負担した場合、旅費交通費や役員・従業員に
対する給与として法人税法上は損金の額に算入できます。

Q 国際観光旅客税を会社に払ってもらった役員・従業員側の税金はど
うなるのでしょうか？

A�海外出張が法人の業務遂行上必要である場合には、法人が負担した国
際観光旅客税は、役員・従業員の所得税法上は旅費として非課税とさ
れます。一方、業務の遂行上必要のないものは所得税法上給与として
所得税の課税対象となります。

Q 「出国税」はいつから払わなければならないのでしょうか？
A�平成31年1月7日以降出国する方が払わなければなりません。
Q この改正に関して今、何かすべきことはありますか？
A�平成31年1月7日以後に出国される
方でも、平成31年1月7日より以前に
発券された航空券により出国する方
は、国際観光局税を支払う必要があ
りません。1月7日以前に旅行の契約
を済ませて発券することをお勧めし
ます。

公認会計士・税理士・行政書士　河野貴浩　info@kono-cpa.com

繁
盛
の
ヒ
ン
ト
こ
こ
に
有
り
⑪

月
刊
商
業
界�

編
集
長
　
笹
　
井
　
清
　
範

「小さなお店の節税対策〜賢く得をするには〜」◯30
「海外に行くたびに税金がかかる？」
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し
い
お
客
を
呼
び
込
む
絶
好
の
機
会
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
市
内
を
隅
々
ま
で
巡
っ
て
も
ら
お
う
と

シ
ー
ル
を
地
区
ご
と
に
色
分
け
し
て
い
る
の
で
、

市
街
地
か
ら
離
れ
た
店
に
も
好
評
だ
と
い
う
。

共
催
と
な
っ
た
逗
子
市
商
店
街
連
合
会
の
丸

山
広
宣
会
長
は
「
参
加
店
に
手
厚
く
良
い
企
画

な
の
に
、
知
ら
な
い
店
が
多
く
勿
体
な
い
と
思

っ
て
い
た
」
と
話
す
。
そ
れ
で
今
回
か
ら
は
、商

連
が
全
面
協
力
し
、
商
店
街
の
そ
れ
ぞ
れ
の
会

長
か
ら
重
点
的
に
会
員
に
周
知
す
る
よ
う
に

し
、
新
規
参
加
店
を
増
や
し
て
い
っ
た
。
今
回

も
参
加
し
た
店
か
ら
は
来
年
も
参
加
し
た
い
等

の
声
が
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

を
入
手
し
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
市
内
7
地
区
・
全

1
2
6
店
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
す
る
と
、

ス
タ
ン
プ
シ
ー
ル
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。

す
べ
て
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
は
5
0
0
円
・

1
、0
0
0
円・1
、5
0
0
円
の
い
ず
れ
か
に
設

定
さ
れ
て
お
り
、
購
入
ご
と
に
シ
ー
ル
を
も
ら

え
る
。
4
枚
一
口
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
応
募
す
る
こ

と
が
で
き
、地
区
ご
と
に
違
う
色
の
シ
ー
ル
4
枚

を
集
め
れ
ば
、
ビ
ッ
ク
ボ
ー
ナ
ス
と
し
て
さ
ら
に

グ
レ
ー
ド
の
高
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
応
募
で
き
る

と
い
う
仕
組
み
だ
。

こ
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
チ
ラ
シ
は
、
逗
子
市

内
に
全
戸
配
布
さ
れ
、
参
加
店
に
と
っ
て
は
、
新

ら
実
験
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

商
連
の
出
口
光
徳
青
年
部
長
は
「
勉
強
会
で
、

軽
ト
ラ
市
を
知
り
ま
し
た
。
軽
ト
ラ
や
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
を
活
用
す
る
な
ら
、
設
置
や
撤
去
が
最

小
限
に
な
る
し
、
商
店
街
に
人
手
が
足
り
な
く

て
も
、
長
く
続
け
て
い
け
る
と
考
え
た
ん
で
す
」

と
話
す
。

今
回
の
実
験
的
マ
ル
シ
ェ
で
は
、日
吉
商
連
が

各
種
取
り
ま
と
め
を
行
い
な
が
ら
、
出
店
者
や

来
園
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
い
る
。出
口
さ

ん
に
よ
る
と
、
毎
回
2
〜
4
店
舗
ほ
ど
が
出
店

し
て
お
り
、
お
客
の
ニ
ー
ズ
を
探
っ
た
り
、
ど
の

場
所
で
何
が
売
れ
る
か
な
ど
の
デ
ー
タ
を
着
実

に
集
め
る
こ
と
が
出
来
て
い
る
と
い
う
。

11
月
以
降
、
日
吉
商
連
は
こ
の
デ
ー
タ
を
活

か
し
、マ
ル
シ
ェ
の
本
格
始
動
へ
つ
な
げ
て
い
く

予
定
だ
。

逗
子
市
商
工
会
商
業
委
員
会
は
、
逗
子
市
商

店
街
連
合
会
と
連
携
し
て
、今
年
で
4
回
目
と
な

る
「
ず
し
魅
力
発
見
ワ
ン
コ
イ
ン
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
」
を
10
月
1
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
開
催
し

て
い
る
。

参
加
す
る
お
客
は
、ま
ず「
逗
子
パ
ス
ポ
ー
ト
」

日
吉
商
店
街
連
合
会
は
、
夢
見
ヶ
崎
動
物
公

園
（
川
崎
市
建
設
緑
政
局
）
が
主
催
す
る
実
験

的
マ
ル
シ
ェ
へ
の
協
力
を
始
め
た
。

「
ゆ
め
み
〝
車
〟
マ
ル
シ
ェ
」
と
題
し
た
実
験

的
マ
ル
シ
ェ
は
、
8
月
18
日
か
ら
10
月
28
日
の

土
日
祝
の
実
験
日
（
全
24
回
）
に
、
動
物
公
園

内
の
指
定
場
所
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど
の
販
売

ブ
ー
ス
が
出
店
す
る
と
い
う
も
の
。
そ
の
出
店

者
の
取
り
ま
と
め
等
を
日
吉
商
連
が
担
っ
て
い

る
の
だ
。

日
吉
商
連
は
、
以
前
か
ら
動
物
公
園
の
来
園

者
を
商
店
街
へ
誘
客
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、

市
に
マ
ル
シ
ェ
イ
ベ
ン
ト
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、

動
物
園
側
も
園
内
売
店
が
閉
店
し
た
こ
と
に
困

っ
て
お
り
、
す
ぐ
に
話
が
進
ん
で
、
今
年
度
か

外国人観光客に向けた、接客対応手法を学ぶ
県内各地でインバウンド対策セミナーを開催
　神奈川県は、商店街等がインバウンド（訪日外国人）への対応を進
める取り組みを支援するため
に、各種のセミナーを実施し
ています。
　近年のインバウンド動向や先
進的対応事例などを紹介する
「商店街インバウンド理解促進
セミナー」に加え、今年度は店
頭で役立つピンポイント英会話
講座（写真）も開催しています。

売上UPに繋がる！　インバウンド対策セミナー
（9/21実施・於：横須賀商工会議所）
　講師は、横浜サワディーブリッジ代表の佐野なおこ氏。タイのホ
テルで4年間の接客業務を含め、英語使用の接客・サービス業にトー
タル20年間従事した経験を活かし、すぐに使える英語を参加者にア
ドバイスしていました。
　さらにセミナーの後半では、店頭にすぐ張り出せる英語のPOPづ
くりを行い、具体的ですぐに店頭で実践できる取り組みを勧めてい
ました。

　ご興味のある商店街の方は、県商業流通課（045-210-5612）ま
でお問い合わせください。

日吉商連より：このマルシェには、市内・市外に関わらずどな
たでも出店できます。（ただし川崎市の食品営業許可が必要など、
所々の条件があります）ご興味のある方は、こちらのＵＲＬの「出
店案内」をご覧ください。
http://bit.ly/2IUh4SJ

か
な
が
わ
商
店
街
★
地
域
情
報

★
川
崎
市

日
吉
商
店
街
連
合
会
が
、夢
見
ヶ
崎
動
物
公

園
で
実
験
的
な
マ
ル
シ
ェ
を
支
援

★
逗
子
市

逗
子
の
魅
力
を
伝
え
る
ワ
ン
コ
イ
ン
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
に
市
内
1
2
6
店
が
参
加
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かながわ商店街観光ツアー委員会は、商店街観光ツアー実施5年
間のノウハウを集めたマニュアルの改訂版を完成させた。

昨年制作した、二つのマニュアル（商店街が自分で商店街ツア
ーを企画・運営できるようにした【商店街編】と、プロの旅行事
業者が旅行商品として商店街ツアーを企画できるようにした【旅
行事業者編】）の内容を合わせたもので、14箇所で行われた商店街
ツアーの事例を掲載している。

今後、商連かながわ会員商店街に配付しますが、複数冊ご希望
の方は事務局：商連かながわまでお問い合わせください。（電話：
045-633-5184）

商連かながわは、9月14日に「地域商業振興交流会」を開催しま
した。商連かながわの事業執行状況等を報告するとともに、講演
会を行いました。

講師は、中小企業診断士
の三浦紀章氏で、テーマは 

「電子マネーやクレジット
カードの小売店での現状」。
国内の電子マネーやクレジ
ットカードの普及率や、今
後キャッシュレス化がどの
ように進んでいくかなどの
話を分かりやすく話してい
ただきました。

商連かながわでは、県下の商店や商店街の共同施設の整備、サ
ービス業務など、安心して任せられる業者を選定し推せんしてお
ります。

商連かながわ推せん会社は、来春に会員の発展・向上に役立つ
会社の中から選定されます。

商連かながわは、9月末までに県内3か所の商店街イベントにて、
商店会キャンペーンとして来場者約200名に対しエコバッグを配
布した。

実施したのは、7月7日の戸塚駅東口商店会ととつか宿駅前商店
会のイベント「遊山箱」と、8月26日の左近山ショッピングセンタ
ー（横浜市旭区）のイベント「夏まつり パート2」、そして9月16日
に葉山町商工会のイベント「葉山ふれあいマーケットin南郷」=写
真=の3回。

エコバッグには「知っていますか？　神奈川県商店街活性化条
例」とプリントを入れ、商店街でのお買い物を呼びかけるオリジナ
ルバッグ。バッグに県条例のPRチラシも同封。毎回、その商店街
での次回イベントの案内も掲載し、ちょうど良いPRの場となった。

○  平成30年10月1日から、神奈川県最低賃金は、時間額983円とな
りました。（27円引き上げ）

○  神奈川県最低賃金は、県内で働く常用・臨時・アルバイト等の
雇用形態や呼称の如何を問わず、すべての労働者とその使用者
に適用されます。

○次の賃金は最低賃金の対象となる賃金に含まれません。
　　（1）　精皆勤手当、通勤手当、家族手当
　　（2）　臨時に支払われる賃金
　　（3）　1か月を超える期間ごとに支払われる賃金
　　（4）　時間外、休日労働に対する賃金、深夜割増賃金

○  中小企業・小規模事業者向けに各種支援策、無料相談を用意し
ています。
　詳しくは下記の「神奈川働き方改革推進支援センター」にお
問い合わせください。

◎神奈川働き方改革推進支援センター
　（神奈川県中小企業団体中央会受託）
　【本　所】　  電話：045-307-3775　（所在地：横浜市中区尾上町5-80　　

神奈川中小企業センター9F）
　【出張所】　  電話：046-204-6111　（所在地：海老名市めぐみ町6-2　　　

海老名商工会議所内）

神奈川労働局労働基準部賃金室　電話：045-211-7354
制度にご興味のある企業等の方は、ぜひお問い合わせください。
商連かながわ事務局　電話：045-633-5184

商店街ツアー5年間のノウハウを結集
商店街観光ツアーマニュアル改訂版が完成

電子マネーやクレジットカードの現状を知る
地域商業振興交流会を開催

公益社団法人商連かながわ
推せん会社の制度について

商店街でのお買い物と、
県商店街活性化条例を知ってもらう

イベント来場者へ
オリジナルエコバッグを配布

神奈川労働局からのお知らせ
【神奈川県最低賃金の改正について】


